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１．はじめに  

 鉄筋コンクリート構造物の老朽化が問題視され，

全国の橋梁を 5 年ごとに点検することが定められ，

点検結果により劣化グレードがⅢ以上の橋梁の補修

が進められている．しかし，打音検査と近接目視だけ

では劣化が進んだ状況しか確認できないため，劣化

グレードⅡの橋梁の経年劣化が進んで劣化グレード

Ⅲに移行することが懸念されている．そこで，打音検

査や近接目視では確認できない塩化物イオンの侵入

や中性化の進行度合いを簡易に確認する方法を検討

することにした．この報告は，特に小規模の橋梁に対

して適用した結果を報告し，簡易な点検方法を提案

するものである． 

２．構造物からの塩化物イオン量の測定方法  

 鉄筋コンクリート橋梁の劣化としては，塩化物イ

オンの侵入による鉄筋の腐食の可能性が高い．そこ

で，小規模の橋梁を対象として，配筋状況，かぶり厚

さ，圧縮強度，中性化深さ，塩化物イオン量を測定す

ることとした．なお，点検に費用をかけるより，点検

結果で得られた結果により補修に費用をかける方が

延命化には有効であり，点検はできるだけ安価に行

うことが必要である．中性化深さの測定は，ドリル法

を採用し，塩化物イオン量の測定には粉末を用いて

行う簡易測定方法を採用することとした．なお，配筋

状態やかぶり深さの測定には非破壊の測定方法とし

て電磁波レーダを用いることとした．配筋状況とか

ぶり深さは変化しないため，一度の測定で済むため，

費用負担は少なくなると考えられる．測定項目と塩

化物イオン量の測定方法を表‐1および写真‐1に示

す． 

 塩化物イオン量の測定は，深さ方向にどの程度侵

入しているかを調査するため，表面から 20ｍｍ，20

～40ｍｍ，40～60ｍｍと深さ別に粉末を採取し，ま

た，上流側と下流側，さらに右岸側と左岸側の 4 か

所とし，合計 12 か所で測定した．また，1 か所の測

定ではドリル径 10ｍｍで 3 か所とし，採取できた粉

末は約 10ｇでそれを混合して 5ｇの試料で塩化物イ

オン量を測定する方法とした． 

 対象とした橋梁は，1975 年竣工で，橋長７ｍ，幅

員 12.6ｍのボックスカルバートである（写真‐２）．

配筋は橋軸方向 100～250ｍｍ，橋軸直角方向 100～

300ｍｍで，かぶり厚さ 60ｍｍであった．塩化物イオ

ン量の測定位置を図‐1に示す．当該橋梁は寒冷地の

内陸部に位置し，凍結防止剤の散布が考えられる． 

 

表‐1 測定項目よび測定方法 

 

 

左：ドリルによる粉末の採取状況 

右：簡易塩化物イオン量キット 

写真‐1 塩化物イオン量の測定方法 

 キーワード 鉄筋コンクリート，予防保全，点検，塩化物イオン量，中性化深さ，かぶり厚さ 
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写真‐2 対象とした橋梁 

 

 

 

 

 

 

 

 

図‐1 測定位置 

 

図‐2 塩化物イオン量の測定結果 

 

図‐3 塩化物イオン量の測定比較 

３．測定結果及び考察  

 塩化物イオン量の測定の結果を，図‐2に示す． 

塩化物イオン量の測定は，深さ方向で異なり，内部

ほど塩分濃度が高くなった．これは，中性化による塩

分濃縮が生じたものと推察され，鉄筋の位置で塩化

物イオン量が腐食限界濃度に達していると考えられ

るが，鉄筋の腐食は水と酸素が必要であり，鉄筋の腐

食がどの程度進んでいるかは不明である．しかし，鉄

筋が腐食環境になければ点検頻度を少なくできると

考えれば，塩化物イオン量の測定は意味があり，点検

を安価に行うことができると考えられる． 

簡易な塩化物イオン量の測定方法については，試

料の量の影響を受けると考えられる．つまり骨材の

量の過多があると誤差を生む可能性が否定できない．

今回は，ドリル径を 10ｍｍとして，1 か所の測定に

対して 3か所のドリルから採取すると約 10ｇとなり，

これらを混合して，試験に供する試料を５ｇとした．

そこで，簡易な測定装置で測定した結果と，比較的正

確に測定できる方法として，同じ位置でコアを採取

して JIS A 1154の電位差滴定法による測定との比較

を行った．簡易な測定との比較を図‐3に示す．若干

の誤差はあるものの，大まかな傾向は同様となり，簡 

易な測定でもある程度の塩化物イオン量の把握が可

能なものと判断できる．なお，今後はどの程度の試料

から採取するとより正確な評価ができるかを検討す

る予定である． 

４．まとめ  

 橋梁の点検を効率的に行うことは，点検費用を削

減し，必要な補修対策を行うことにつながる．今後の

点検費用を削減し，延命化のための予算を効率的に

使うためにも予防保全型の点検が必要と考え，中性

化深さや塩化物イオン量の測定を行う提案を行った． 

 ここに一例を示したが，簡易な中性化深さや安価

な塩化物イオン量の測定は劣化因子の特定と腐食の

進行程度の把握に有効となり，補修方法の提案に役

立つものと考えられる． 

最後に，現場測定の提供をして頂いた，安芸高田市

ほか自治体の皆様に深謝いたします． 
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